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2020 年第 3四半期業績レポート(7～9月) 

2020年 11月 16 日 

 
※2020年 11月 10日にドイツ・ヘンケル本社が発表した業績レポートの日本語訳版です。本業績レポートは英語が原

本であり、その内容・解釈については英文原本が優先します。 

 

新型コロナウイルスのパンデミックによる厳しい市場環境が続くなか、好調な業績を達成 

ヘンケル、第 3四半期は既存事業売上高の堅調な伸びを実現 
 

▪ グループの既存事業売上高は 3.9%増の約 50億ユーロ、名目売上高は 1.5%減 

▪ すべての事業部で業績は上向き 

– アドヒーシブ テクノロジーズ（接着技術）事業部門の既存事業売上高は 1.3%増と好調、 

名目売上高は 4.8%減  

– ビューティーケア事業部門の既存事業売上高は 4.3%増と非常に堅調、名目売上高は

3.0%増 

– ランドリー＆ホームケア事業部門の既存事業売上高は 7.7%増と大幅な伸びを達成、 

名目売上高は 0.7%増 

▪ 地域によって売上高の動向にばらつき 

新興成長市場の売上高は 8.8%増、成熟市場は 0.6%増  

▪ 2020年度の新たな見通しを 10月に発表 

 
2020年 11月 10日、デュッセルドルフ─ヘンケルの 2020年度第 3四半期の既存事業売上高は、

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミックによる厳しい経済環境が続くなか、3.9%増と

堅調な伸びを示しました。グループの名目売上高は約 50億ユーロで、1.5%減少しました。ヘンケ

ルは 10月の初めに第 3四半期の売上高の速報値を発表し、2020年度の新たな見通しを示しまし

た。 

ヘンケル最高経営責任者のカーステン・クノーベルは、「新型コロナウイルスによる世界的な危機の

影響が、引き続き市場環境を左右しています。そうした状況にもかかわらず、ヘンケルはこの第 3

四半期に好調な業績を実現し、3つの事業部門のすべてがこれに貢献しました。このことは、当社

が各種産業向け事業と一般消費者向け事業の顧客を対象とした有力なブランドと革新的なテクノロ

ジーからなる強固で多角的なポートフォリオを有しているという証拠です。さらに、マーケティングとイ

ノベーションとデジタル化への追加的な投資が利益を生みつつあります。これに加えて、当社は第

3四半期にデジタル売上高を大幅に拡大し、売上高全体に占める割合を 15%超にまで増やしまし

た」と述べています。  

「第 3四半期の好調な業績は、COVID-19のパンデミックによる悪影響がとくに深刻だった第 2四

半期からの反動も一つの要因です。しかし何よりも、この前例のない、誰にとっても困難な状況の

なか、ヘンケルの長きにわたる成功の源である多大な献身を変わらず示し続けてくれている当社

の優秀なグローバルチームのおかげです」 
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第 3四半期のヘンケルは、厳しい市場環境のなかで好調な業績を上げました。接着技術事業部門

は、第 2四半期と比べてすべての事業領域で需要が回復し、事業部門全体の既存事業売上高は

前年同期を上回りました。ビューティーケア事業部門では、ヘアサロン向け事業も第 2四半期から

回復しました。しかし、既存事業売上高は前年同期比でわずかに減少しました。一方で、一般消費

者向け事業の既存事業売上高は、前年同期から非常に力強い伸びを示しました。ランドリー＆ホー

ムケア事業部門は、洗濯用洗剤や家庭用洗浄剤の相変わらず力強い需要と第 2四半期からの反

動を背景に、既存事業売上高を大きく伸ばし、引き続き順調な業績を示しました。 

カーステン・クノーベルはさらに、「当社はコロナ危機のなか、今年の 3月に導入した意義ある成長

に向けた戦略的枠組みを精力的に追求し続けながら、変化に柔軟かつ迅速に適応しました。新た

な年間見通しで、当社は年度末までの業績予測を示しました。第 4四半期も引き続きパンデミック

の悪影響はあると思われますが、第 2四半期に見られたような大規模なロックダウンがヘンケルに

とって重要な中核地域で再び実施されることは想定していません。ヘンケルは意義ある成長に戦略

的な重点を置きつつ、危機を乗り越えてこれまで以上に力強く躍進できると、私たちは確信してい

ます」と述べました。 

 

グループ売上高 

2020年第 3四半期のグループ全体の名目売上高は、1.5%減少して 4,999百万ユーロとなりまし

た。既存事業売上高（為替変動と買収・売却の影響の調整後）は 3.9%増でした。グループ全体の

既存事業売上高の増加は販売量の増加によるものであり、価格と販売量の動向は事業部によって

ばらつきがありました。買収・売却による売上高への影響はプラス 0.1%、為替変動による売上高へ

の影響はマイナス 5.5%でした。 

2020年の最初の 9カ月間の名目売上高は、4.5%減少して約 14,485百万ユーロとなりました。既

存事業売上高は、主に販売量の減少を理由として、2.1%減少しました。本年度の最初の 9カ月間

における価格変動は若干の下落に留まりました。とりわけ産業向け事業とヘアサロン向け事業が

COVID-19のパンデミックの悪影響を受けたことが、ヘンケルの業績、とくに上半期の業績に響き

ました。第 2四半期に需要が最も大きく落ち込みましたが、第 3四半期に業績が大幅に回復しまし

た。 

グループ売上高 1     

百万ユーロ  2020年第 3四半期  2020年 1~9月 

売上高  4,999  14,485 

前年同期比  -1.5%  -4.5% 

為替変動による影響  -5.5%  -2.6% 

為替変動による影響を調整後  4.0%  -1.9% 

買収・売却による影響  0.1%  0.2% 

既存事業売上高  3.9%  -2.1% 

うち、価格による影響  0.4%  -0.2% 

うち、販売量による影響  3.5%  -1.9% 
 

1 各数値を四捨五入しているため、合算しても上記の総額とは一致しない場合があります。 

    

第 3四半期の新興成長市場の既存事業売上高は 8.8%増、成熟市場の既存事業売上高は 0.6%

増となりました。西欧の既存事業売上高は前年同期比 1.2%減となったのに対し、東欧の売上高は

10.4%増、またアフリカ・中東地域の 2020年第 3四半期の既存事業売上高は 13.9%増を達成しま

した。北米地域の既存事業売上高は 2.9%増加し、中南米地域でも 13.8%増加しました。アジア太

平洋地域の既存事業売上高も 1.2%増加しました。 
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地域別売上高 1 

百万ユーロ  

西欧  東欧  アフリカ・

中東 

 北米  中南米  アジア 

太平洋 

 全社  ヘンケル

グループ 

2020年 7~9月の

売上高²   1,472  796  301  1,354  273  777  26  4,999 

2019年 7~9月の

売上高²   1,485  815  325  1,328  299  796  30  5,077 

前年同期比  -0.9%  -2.3%  -7.2%  1.9%  -8.6%  -2.4%  –  -1.5% 

既存事業売上高  -1.2%  10.4%  13.9%  2.9%  13.8%  1.2%  –  3.9% 

2020年のグルー

プ売上高に占める

割合  29%  16%  6%  27%  5%  16%  1%  100% 

2019年のグルー

プ売上高に占める

割合  29%  16%  6%  26%  6%  16%  1%  100% 
                 

1 各数値を四捨五入しているため、合算しても上記の総額とは一致しない場合があります。 

2 会社の所在地を基準とした分類。 

  

2020年の最初の 9カ月間の新興成長市場の既存事業売上高は 1.3%増、成熟市場の売上高は

4.4%減となりました。 

地域別売上高 1 

百万ユーロ  

西欧  東欧  アフリカ・

中東 

 北米  中南米  アジア 

太平洋 

 全社  ヘンケル

グループ 

2020年 1~9月の

売上高²   4,322  2,240  956  3,917  792  2,177  81  14,485 

2019年 1~9月の

売上高²   4,583  2,273  976  3,951  970  2,321  92  15,167 

前年同期比  -5.7%  -1.4%  -2.0%  -0.9%  -18.4%  -6.2%  –  -4.5% 

既存事業売上高  -5.8%  5.8%  7.4%  -3.2%  -3.7%  -3.8%  –  -2.1% 

2020年のグルー

プ売上高に占める

割合  30%  15%  7%  27%  5%  15%  1%  100% 

2019年のグルー

プ売上高に占める

割合  30%  15%  7%  26%  6%  15%  1%  100% 
                 

1 各数値を四捨五入しているため、合算しても上記の総額とは一致しない場合があります。 

2 会社の所在地を基準とした分類。 

 

接着技術事業部門の売上高 

2020年第 3四半期の接着技術事業部門の名目売上高は、4.8%減少し、2,280百万ユーロとなり

ました。既存事業売上高（為替変動と買収・売却の影響の調整後）は、1.3%増加しました。販売量

と価格がともに上昇しました。為替変動による売上高への影響はマイナス 5.5%、買収・売却による

売上高への影響はマイナス 0.6%でした。  

2020年の最初の 9カ月間の接着技術事業部門の名目売上高は、9.7%減少し、6,433百万ユーロ

となりました。既存事業売上高は、販売量の減少を理由に 6.8%減となりました。新型コロナウイル
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スのパンデミックが第 1四半期と、とくに第 2四半期の業績に深刻な影響を及ぼしました。第 3四

半期も、鉱工業と自動車の生産縮小の影響を受けました。しかし、第 2四半期と比べて、すべての

事業領域で需要の回復が見られました。 

接着技術事業部門の売上高 1     

百万ユーロ  2020年第 3四半期  2020年 1~9月 

売上高  2,280  6,433 

グループ売上高に占める割合  46%  44% 

前年同期比  -4.8%  -9.7% 

為替変動による影響  -5.5%  -2.6% 

為替変動による影響を調整後  0.7%  -7.1% 

買収・売却による影響  -0.6%  -0.3% 

既存事業売上高  1.3%  -6.8% 

うち、価格による影響  1.0%  0.4% 

うち、販売量による影響  0.3%  -7.2% 
 

1 各数値を四捨五入しているため、合算しても上記の総額とは一致しない場合があります。 

    

第 3四半期の接着技術事業部門の業績は、個々の事業領域によってばらつきが見られました。オ

ートモーティブ＆メタル事業本部の既存事業売上高は、引き続き前年同期の水準を下回りました。

上半期に売上高が大きく落ち込みましたが、第 3四半期には大幅に回復し、3カ月間にわたって改

善しました。エレクトロニクス＆インダストリアル事業本部は、とくにインダストリアル事業で新型コ

ロナウイルスのパンデミックの影響を受け、売上高が減少しました。一方、エレクトロニクス事業は

売上増を記録しました。パッケージング＆コンシューマーグッズ事業本部の既存事業売上高は、コ

ンシューマーグッズ事業の力強い成長とパッケージング事業の非常に力強い成長に支えられて、

順調な伸びを達成しました。クラフトマン、コンストラクション＆プロフェッショナル事業本部の売上高

は、主にクラフトマン事業とプロフェッショナル事業の 2桁増とコンストラクション事業の非常に力強い

成長に牽引されて、非常に堅調な伸びを達成しました。業績が落ち込んだ第 2四半期からの反動も

その要因の一つです。 

地域別にみると、新興成長市場における接着技術事業部門の既存事業売上高は非常に力強い伸

びを示しました。中南米と東欧の売上高は 2桁増となり、アフリカ・中東でも大幅な伸びを示しまし

た。この伸びに貢献したのは、主にパッケージング＆コンシューマーグッズ事業本部とクラフトマン、

コンストラクション＆プロフェッショナル事業本部です。アジア（日本を除く）の売上高は全体として横

ばいでした。中国は非常に力強い伸びを示しましたが、地域内の他の国々の売上減を相殺するま

でにはいたりませんでした。 

成熟市場の既存事業売上高は、全体として前年同期の水準を下回りました。西欧は、オートモー

ティブ＆メタル事業本部とエレクトロニクス＆インダストリアル事業本部の業績落ち込みの影響をと

くに被りましたが、クラフトマン、コンストラクション＆プロフェッショナル事業本部の大幅な売上増が

この落ち込みを部分的に相殺しました。北米も、オートモーティブ＆メタル事業本部とエレクトロニ

クス＆インダストリアル事業本部の需要減の影響を受けました。一方、パッケージング＆コンシュー

マーグッズ事業本部は既存事業売上高を堅調に伸ばしました。 
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ビューティーケア事業部門の売上高 

2020年第 3四半期のビューティーケア事業部門の名目売上高は、3.0%増加して 999百万ユーロと

なりました。既存事業売上高（為替変動と買収・売却の影響の調整後）は 4.3%増加しました。販売

量と価格がともにこの伸びを牽引しました。為替変動による売上高への影響はマイナス 3.3%、買

収・売却による売上高への影響はプラス 2.0%でした。  

2020年の最初の 9カ月間のビューティーケア事業部門の名目売上高は、前年同期比 3.9%減の

2,818百万ユーロとなりました。既存事業売上高は、販売量の減少を理由に 4.2%減となりました。パ

ンデミックにより第 1四半期と、とくに第 2四半期に、ヘアサロン向け事業の業績が落ち込みました

が、第 3四半期に大幅に回復しました。一般消費者向け事業の売上高は、上半期に落ち込みまし

たが、第 3四半期は非常に堅調でした。 

ビューティーケア事業部門の売上高 1     

百万ユーロ  2020年第 3四半期  2020年 1~9月 

売上高  999  2,818 

グループ売上高に占める割合  20%  19% 

前年同期比  3.0%  -3.9% 

為替変動による影響  -3.3%  -1.9% 

為替変動による影響を調整後  6.3%  -2.0% 

買収・売却による影響  2.0%  2.2% 

既存事業売上高  4.3%  -4.2% 

うち、価格による影響  1.6%  0.1% 

うち、販売量による影響  2.7%  -4.3% 
 

1 各数値を四捨五入しているため、合算しても上記の総額とは一致しない場合があります。 

   

第 3四半期の一般消費者向け事業の既存事業売上高は非常に力強い伸びを示しました。第 2四

半期と同様、ボディケアカテゴリーが 2桁増を記録しました。中でもダイアル（Dial）ブランドが、第 2

四半期の非常に堅調な業績を維持することができました。ヘアコスメティックスカテゴリーは、上半期

に業績が落ち込みましたが、ヘアカラー事業の既存事業売上高の 2桁増に牽引されて、売上高を

非常に堅調に伸ばしました。ヘアケアも大幅に改善し、売上高を堅調に伸ばしました。一方、スタイ

リング事業は、新型コロナウイルスのパンデミックによる消費者の行動の変化を受けて、前年同期の

水準を下回りました。 

ヘアサロン向け事業は、第 3四半期も引き続き新型コロナウイルスのパンデミックの影響を受けまし

たが、上半期と比べて大幅に回復しました。西欧は前年同期の水準を上回り、中南米も非常に堅

調でした。その他の地域も、既存事業売上高は減少したものの、上半期と比べて力強い業績改善

が見られました。  

 

一般消費者向け事業の非常に堅調な業績とヘアサロン向け事業の回復は、地域にも反映されてい

ます。新興成長市場は、第 3四半期に既存事業売上高を堅調に伸ばしました。この業績は主に、東

欧と中南米の大幅な売上増によるものです。アジア（日本を除く）も売上高を伸ばしました。一方、ア

フリカ・中東の売上高は減少しました。 

成熟市場の既存事業売上高は非常に堅調でした。北米の売上高は、とくにボディケアカテゴリーの

2桁成長を要因として、2桁増となりました。西欧の売上高も、一般消費者向け事業とヘアサロン向

け事業の両方に牽引されて増加しました。一方、アジア太平洋の成熟市場の売上高は、とくにヘア

サロン向け事業で減少しました。 
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ランドリー＆ホームケア事業部門の売上高 

2020年第 3四半期のランドリー＆ホームケア事業部門の名目売上高は、前年同期から 0.7%増

加し、1,693百万ユーロとなりました。既存事業売上高（為替変動と買収・売却の影響の調整後）

は、7.7%増と大幅に増加しました。価格はわずかに下落したものの、販売量が大幅に増加したこ

とが、この伸びの主な要因となりました。買収・売却による売上高への実質的な影響はなく、為替

変動による売上高への影響はマイナス 7.0%でした。  

2020年の最初の 9カ月間のランドリー＆ホームケア事業部門の名目売上高は、2.7%増加して

5,153百万ユーロとなりました。既存事業売上高は、販売量の増加に伴い、5.8%増と非常に力強い

伸びを達成しました。第 1および第 2四半期に売上高を非常に堅調に伸ばした後、第 3四半期も

大幅な成長を記録しました。 

ランドリー＆ホームケア事業部門の売上高¹     

百万ユーロ  2020年第 3四半期  2020年 1~9月 

売上高  1,693  5,153 

グループ売上高に占める割合  34%  36% 

前年同期比  0.7%  2.7% 

為替変動による影響  -7.0%  -3.1% 

為替変動による影響を調整後  7.7%  5.8% 

買収・売却による影響  0.0%  0.0% 

既存事業売上高  7.7%  5.8% 

うち、価格による影響  -1.1%  -1.2% 

うち、販売量による影響  8.8%  7.0% 
 

1 各数値を四捨五入しているため、合算しても上記の総額とは一致しない場合があります。 

    

第 3四半期のホームケア事業の既存事業売上高は、第 1および第 2四半期と同様、2桁増を達

成しました。この事業領域の堅調な業績は、主に、食器用洗剤、硬質表面クリーナー、トイレクリー

ナーのカテゴリーで 2桁増を記録しているプリル（Pril）、ブレフ（Bref）、およびソーマット（Somat）ブ

ランドファミリーの好成績によるものです。この傾向を支えているのは、パンデミックによる家庭用洗

浄剤の需要増加と、当社のプロダクトイノベーションの成功です。 

ランドリーケア事業は、洗濯用重質洗剤の非常に堅調な業績により、第 3四半期に力強い伸びを

記録しました。中核ブランドであるパーシル（Persil）が、とくにイノベーションへの取り組みが功を奏

したことにより、大幅な伸びを達成しました。洗剤キャップ製品グループは 2桁増となり、上半期の

好業績を維持しました。北米ブランドのオール（all）も 2桁増を達成しました。  

第 3四半期の新興成長市場の既存事業売上高は 2桁増を達成し、アフリカ・中東、アジア（日本

を除く）および中南米がとくに顕著な伸びを示しました。東欧も既存事業売上高の大幅な伸びを記

録しました。  

成熟市場の業績は全体として堅調でした。とくに北米のランドリー＆ホームケア事業部門の既存事業

売上高は非常に力強い伸びを達成しました。その要因の一つは、第 2四半期からの反動です。西

欧の売上高も好調で、アジア太平洋の成熟市場は 2桁増となりました。 
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当グループの純資産および財務状況 

当四半期において、当グループの純資産および財務状況に 2020年 6月 30日からの大きな変動

はありませんでした。 

 

今後の見通し 

新型コロナウイルス感染症が世界中に広がり、その影響や世界経済の先行きがきわめて不透明で

あったことから、ヘンケル（Henkel AG & Co. KGaA）の経営委員会は、2020年 4月 7日に、2019

年の連結経営報告書に記載された 2020年度の業績予想を撤回することを決定しました。 

2020年 10月 9日、ヘンケル（Henkel AG & Co. KGaA）の経営委員会は、2020年の最初の 9カ

月間の実績と、第 4四半期の業績に関する仮定に基づき、2020年度の新たな見通しを承認しまし

た。 

新型コロナウイルスのパンデミックの影響により、2020年度の世界経済はかなり悲観的な先行き

が予想されます。新たな見通しは、ヘンケルにとって重要な分野の産業需要と事業活動は第 4四

半期には前年の水準を下回るものの大幅な悪化は見られないという前提に基づいています。この

シナリオの決定要因となるのは、世界の感染率の今後の推移と、パンデミックをめぐる規制の動向

です。ヘンケルは、この見通しを作成するにあたり、2020年第 4四半期には、ヘンケルにとって重

要な中核地域では大規模なロックダウンは行われないと考えています。  

これらの要因を考慮して、2020年度のグループ全体の既存事業売上高は、1.0～2.0%の減少と

なると予想しています。  

接着技術事業部門については、一般的な産業需要、とくに自動車産業の需要の激減による影響を

大きく受けることが予想され、既存事業売上高は 5.5～6.5%の範囲で減少する見込みです。ビュー

ティーケア事業部門の既存事業売上高については、現時点で 2.0～3.0%の減少を見込んでいま

す。一般消費者向け事業では成長が見込まれるものの、パンデミックによるヘアサロン向け事業の

大幅な落ち込みが、この事業部門の年間業績に影響を及ぼすことが予想されます。ランドリー&

ホームケア事業部門の既存事業売上高は、4.5～5.5%の増加を予想しています。  

2019年および 2020年の買収によるグループ全体の名目売上高への影響は 1桁台前半のプラス

になる見込みです。為替変動による売上高への影響は、1桁台前半から半ばのマイナスとなる見

込みです。  

グループ全体の調整後の売上高営業利益率（調整後の EBITマージン）は、13.0～13.5%に達

する見込みです。各事業部門の調整後の売上高営業利益率（EBITマージン）は、接着技術事業

部門は 14.5～15.0%、ビューティーケア事業部門は 10.0～10.5%、ランドリー&ホームケア事業

部門は 15.0～15.5%と予想しています。パンデミックによる産業向け事業とヘアサロン向け事業

の売上高の減少が、調整後の売上高営業利益率（EBITマージン）に悪影響を及ぼします。年初の

発表通り、ヘンケルはマーケティング、広告、デジタル化、および ITへの投資も拡大しています。 

調整後の優先株（一株）あたり利益（EPS）は、為替変動の影響を除外して 18.0～22.0%減となる

見込みです。 

さらに、2020年度について以下を予想しています。 

▪ 250百万～300百万ユーロのリストラ費用 

▪ 有形固定資産と無形資産への投資による 650百万～700百万ユーロのキャッシュアウトフ

ロー 
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ヘンケルについて 

ヘンケルはバランスのよい、多角的なポートフォリオを備え、産業および一般消費者向け事業をグローバルに

展開しています。優れたブランドとイノベーション、テクノロジーを誇るヘンケルは、アドヒーシブテクノロジーズ

（接着技術）、ビューティーケア、ランドリー＆ホームケアの 3分野において、グローバルリーダーとしての地位

を維持しています。1876年に創立し、140年以上に及ぶ成功の歴史があるヘンケルは、ドイツのデュッセル

ドルフに本社を置き、世界に 52,000名以上の社員を擁しています。サステナビリティの分野をリードする存在

として評価されるヘンケルは、多くの国際的指標やランキングでトップの地位を維持しています。2019年の売

上高は 200億ユーロを超え、営業利益はおよそ 32億ユーロを超えました。ヘンケルの優先株はドイツ株式

指数 DAXのリストに入っております。さらなる情報はこちら www.henkel.comをご覧ください。 

ヘンケルジャパンホームページ： http://www.henkel.co.jp 

ヘンケルジャパンフェイスブックページ： http://www.facebook.com/HenkelJapan 

  

本資料には、今後ヘンケルに影響を及ぼしうる将来の事業動向、財務成績、その他の出来事または動向に

関する記述が含まれており、これらは将来予測に関する記述に該当する可能性があります。将来予測は、英

文中 ”expect“ “intend ” “ plan ” “ predict” “assume” “believe” “estimate” “anticipate” “forecast”等の

語や同様の表現を用いて特徴づけられています。本プレスリリースにおける将来予測は、弊社経営陣の知見

と現在の予測に基づくものです。こうしたステートメントは、将来予測の実現を確約するものでは決してありま

せん。将来のヘンケル社および関連企業の業績は、多くのリスクならびに不確実な要因によって、本稿の将

来予測とは異なる場合があります。こうした要因の多くは、経済状況や競合の活動、その他市場要因など、弊

社のコントロールを超えるものや前もって正確に予測することができないものです。ヘンケルは、これら将来予

測をアップデートする意向はなく、またそれに関するいかなる義務を負うものでもありませんので、ご了承くだ

さい。  

本資料には、適用可能な財務報告枠組みの中で明確に定義されていない代替的業績指標であるか、または

そのような可能性のある補足的な財務指標が含まれています。ヘンケルの純資産、財務状況または経営成

績を評価する際は、これらの補足的な財務指標を単独で解釈すべきではなく、また連結決算報告書に適用さ

れる財務報告枠組みに従って表示されたヘンケルの純資産、財務状況または経営成績の代替的な指標と見

なすべきではありません。類似の名称の代替的業績指標を報告または記載している他の企業は、かかる指

標を、ヘンケルとは異なる方法で計算している可能性があります。 

 

本資料は情報提供のみを目的としており、投資助言を提供するものではなく、有価証券の売却の申し出また

は購入の勧誘を構成するものではありません。 

 

コンタクト 

Lars Witteck 
Phone: +49 211 797 - 2606 
Email: lars.witteck@henkel.com 
 
Jennifer Ott 
Phone: +49 211 797 - 2756 
Email: jennifer.ott@henkel.com 

 

 

 

－本件に関するお問合せ先－ 

ヘンケルジャパン株式会社 広報室 小野尾 秀美 

TEL：03-5783-1219  e-mail: hidemi.onoo@henkel.com 

 

Wulf Klüppelholz 
Phone: +49 211 797 - 1875 
Email: wulf.klueppelholz@henkel.com 
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